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資料2



対 象 者 ・日高市民（※無作為抽出した3,000人）

調査方法 ・郵送配布・郵送回収

回答期間 ・2023年12月1日～18日

回収票数 ・1,582票（回収率52.7％）

調査内容

・属性（性別、年齢、世帯構成、居住年数、免許・自家用車保有状況 等）
・日常の交通行動（目的・目的地、頻度、利用交通手段、時間帯 等）
・徒歩移動に関する制約
・地域公共交通の利用状況・満足度
・地域公共交通の利用・非利用理由
・地域公共交通に対するニーズ、地域公共交通の不便さにより制約を受けている活動
・移送サービスの利用状況・サービス維持への協力意向 等

備 考

・対象者は高校生以上（15歳以上）の市民とし、中学生以下の子どもの移動実態につい
ては親の調査票の中で可能な限り確認した。

・公共交通利用者の意見を着実に確保するため、年代別の公共交通分担率（全国パーソン
トリップ調査結果）に基づいて傾斜配分の上対象者を抽出した。

・「配信用封筒に日高市の名称を明記」「リマインドのハガキを送付」「市の広報誌・
ホームページ等で案内」等の回収向上策を講じた成果もあり、多くの市民の方々のご協
力をいただいた。

1. 調査概要

• 地域公共交通計画の作成に当たり、市民の皆様の移動実態、公共交通等の利用状況・ニーズ等を把握す
るため、市民アンケート調査を実施しました。
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1. 調査概要
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1. 調査概要
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2. 回答者の属性
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• 性別・居住地区区分については母集団の分布と概ね一致しており、バランスよく回答を得ています。

• 公共交通利用者の回答を確保するため、高齢者層に重点的にアンケート調査票を配布した関係で、70
歳以上の高齢者からの回答割合が高いことから、結果の解釈において留意が必要です。
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図 回答者の属性（外側：R2国勢調査／内側：アンケート調査結果）

（出典）R2国勢調査
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70歳以上高齢者の
回答割合が高い

図 居住地区区分



3. 移動に係る制約等
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• 「運転をなるべくしたくない」もしくは「運転できない」層は全体の3割程度を占めており、特に75歳
以上の高齢者層でその割合が高い傾向にあります。

• また、近年市内で居住を開始した層（移住者層）は、「積極的に運転したい」という回答が比較的少な
い傾向にあります。

図 運転に対する考え方
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3. 移動に係る制約等
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• 限界徒歩距離（無理なく歩くことができる距離）について、1キロメートル以上の長距離を歩行するこ
とができる層の割合は年代によって大きく変わりません。

• しかし、数百メートル程度以下の短距離しか歩行できない層に関しては、加齢とともにその限界距離が
短縮する傾向にあり、元気な方と身体的な制約が強い方の二分化が進んでいます。

図 限界徒歩距離

※参考：日高市立地適正化計画における徒歩圏域については、鉄道駅から800m、バス停から300mで設定
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4. 普段の移動実態（概要）
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• 通勤・買物については週に1～2回以上の外出割合が9割前後を占めています。通院については1ヶ月に
1～2回程度の外出が最も多く全体の半数程度を占めています。

• 移動時間（距離）は買物が最も短く、次いで通院、通勤通学と続きます。

• 自宅出発のピークは午前7時～9時台であり、通勤・通学、通院と比較して買物は若干ピーク時刻が遅
い傾向にあります。また、買物・通院については午前中に用事を済ませて帰宅する傾向にあります。

図 目的別移動頻度
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4. 普段の移動実態（通勤・通学流動）
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• 通勤・通学については、市内での移動と比較して市外への移動のほうが多く、市内東部は川越市のほか
狭山市、鶴ヶ島市、坂戸市との結びつきが、市内西部は飯能市との結びつきが強い状況にあります。

• いずれの地域からも東京都内への通勤通学が多い状況にあります。

図 通勤・通学目的の流動

※市内は大字レベル、市外は市町村レベルで把握、回答件数2件以上の流動のみ図示

凡例

5 ～
3 ～ 4
2

【件数】

日高市内

日高市外

市内着

175

43%
市外着

235

57%

件

件



ベイシアひだかモール店

マミーマート飯能武蔵丘店

ヤオコー高麗川店

エコス高萩店
生鮮市場TOP高麗川店

オザム高麗川店

ベイシア鶴ヶ島店

丸広百貨店飯能店

西武飯能ペペ

JAいるま野アグレッシュ日高中央

ヤオコー川越的場店

ベルク飯能緑町店スーパーバリュー飯能店

業務スーパー日高原宿店

Foocot飯能店

こま武蔵台ショッピングセンター

ビバホーム日高店

ドラッグセイムス日高原宿店

4. 普段の移動実態（買物流動）
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• 市内の買物施設では、ヤオコー高麗川店とベイシアひだかモール店の利用が多く、ヤオコーは市内全域
から、ベイシアは市内東部を中心に利用が多い状況にあります。日常的な買物は、飯能市のマミーマー
ト飯能武蔵丘店を除き、市内買物施設の利用が多い傾向です。

• その他、高麗川市街地では生鮮市場TOP高麗川が、市内西部ではマミーマート飯能武蔵丘店の利用が多
い状況にあります。

図 買物目的の流動

※具体的な施設名を回答、特定できた回答件数2件以上の流動のみ図示
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4. 普段の移動実態（通院流動）
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図 通院目的の流動

※具体的な施設名を回答、特定できた回答件数2件以上の流動のみ図示

• 市内の医療施設では、旭ヶ丘病院と岡村記念クリニックの利用が多く、旭ヶ丘病院は市内東部から、岡
村記念クリニックは市内西部からの利用が多い状況にあります。その他、市内西部からは武蔵台病院の
利用が多い状況にあります。

• 毛呂山町の埼玉医科大学病院を除き、市内医療施設の利用が多い状況にあります。
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4. 普段の移動実態（訪問ニーズの高い施設）
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• 交通が便利ならば利用したい施設については、日高市役所が最も多く、その他、ひだかアリーナ、市立
図書館、高麗の郷など、公共施設への移動ニーズが全体的に高い傾向にあります。

• エリア別にみると県道15号線沿線、高麗川市街地、旭ヶ丘地区周辺に集中しています。

図 交通が便利であれば訪問したい施設

※具体的な施設名を回答、特定できた回答件数2件以上の流動のみ図示
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5. 利用交通手段
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• 「自動車（自分で運転）」が多く全体の過半数を占めており、「自動車（家族等による送迎）」も含め
ると8割程度を占めています。

• 通勤通学に関しては鉄道の利用が2割程度と比較的高い状況ですが、バス・タクシーの利用は1割以下
にとどまります。

• 病院等が運営する施設の送迎サービスについてはタクシーと同程度利用されています。
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図 目的別移動時の代表交通手段



5. 利用交通手段
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• いずれの目的に関しても、加齢に伴い自家用車（自分で運転）の割合が減少し、徒歩や自動車（家族等
による送迎）、バスの利用等が増加する傾向にあります。

• バスについては高齢者層の利用が多い傾向にありますが、鉄道については高齢者層以外の利用も多い傾
向にあります。

図 移動時の代表交通手段（移動目的別×年齢階層別）
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• 公共交通の中で最も利用頻度が高いものは鉄道であり、いずれの年代においても市民の8割前後は年に
数回以上は利用しています。特に通勤通学で利用する若年層で利用頻度が高い状況にあります。

• バス・タクシーについては加齢とともに利用頻度が増加する傾向にあり、特にタクシーについては他の
年代と比較して75歳以上の高齢者の利用頻度が特に高い状況にあります。
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6. 公共交通の利用実態
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• バスについては地区間で利用頻度のばらつきが大きく、武蔵台・横手台市街地での利用が顕著であり、
逆に高萩市街地では利用が少ない傾向にあります。

• 鉄道は市街化調整区域を含めて市内全域で幅広く利用されています。

• タクシーについては地区間でのばらつきは小さいですが、高萩市街地・高麗川市街地で比較的利用が多
い傾向にあります。

図 公共交通の利用頻度（交通機関別×居住地区別）
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6. 公共交通の利用実態
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• 鉄道と比較するとバス・タクシーに対する満足度が若干低い傾向にあります。

• バス・鉄道については、65歳～74歳の世代で他世代と比較して満足度が高い傾向にあります。

• タクシーについては、加齢に伴い満足の割合も高まりますが、不満の割合も高まり、評価が二分化され
ます。

図 公共交通に対する満足度
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• 地区間で満足度を比較すると、市街化調整区域で満足度が低い傾向にあり、特に市北東部の市街化調整
区域においてどの交通手段に関しても満足度が著しく低い状況にあります。

• 市街化区域内では、高萩市街地のバス・タクシーに関する満足度が他の市街地と比較して低い傾向にあ
ります。

図 公共交通に対する満足度（交通機関別×居住地区別）
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• 自分で運転をしなくても目的地に到着できる点が公共交通の共通的なメリットとして認識されています。

• 鉄道に関しては定時性・速達性が、バス・タクシーについては徒歩移動が少ない点（ドアツードア性の
高さ）がメリットとして認識されています。

• 一方で、利用したいときに利用できない自由度の低さが公共交通の共通的なデメリットとして挙げられ
ます。加えて、タクシーについては運賃の高さについても利用の障壁になっています。

図 公共交通を利用したい理由 図 公共交通を利用したくない理由
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7. 送迎の実態

19

• 個人の自動車による知合い同士での送迎活動は、通院介護等の場面を中心に定常的に行われており、行
先としては飯能市や毛呂山町等、移動距離の長い送迎も行われています。

• 送迎する側の２～３割が送迎活動を負担に感じており、特に若年層においてその傾向が強い状況にあり
ます。

図 家族等の送迎の頻度
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8. 移動支援施策等の認知状況
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• 当市において展開されている各種移動支援施策については、地域の重要な移動手段の一つとなっていま
すが、いずれの事業についても認知度が十分に高まっていない点が課題として挙げられます。

図 各種移動支援事業等の認知状況
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た。【森戸新田 70代】
• 高齢の父母がいる為、移動の支援等があるなら

もっと広報や市のLINE等で知らせてほしかっ
た。【原宿 30代】

• 問2（本設問）の事業がある事を、まったく知
らないので各自治会長等を通し区民に説明する
場を設けてほしい。【上鹿山 70代】

• 問2（本設問）の内容を知りたいと思う(資料等
で学んでます)。【高麗川 70代】

• おたすけ隊があるのも知らない人がいる。【高
麗本郷 60代】



10. 総括
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• 加齢に伴う移動制約

 高齢になるほど、自動車の運転ができない・なるべくしたくない層が増加する。

 高齢になるほど、元気に歩くことができる層と身体的な制約が強い層の差が明確化する。

• 普段の移動実態

 買物・通院については午前中に用事を済ませて家に戻る傾向がある。

 通勤・通学は市外への移動が多いが、買物・通院は市内での移動が多い。

 自動車（運転・送迎）の割合が高く、自動車利用を前提とした生活が定着している。

• 公共交通の利用実態

 鉄道は若年層も含めて利用されているが、バス・タクシーは高齢者の利用割合が高い。

 市内東部の市街化調整区域や高萩市街地において公共交通の満足度が相対的に低い。

 鉄道は速達性・定時性が評価されており、バス・タクシーはドアツードア性が評価されて
いる。

 公共交通全般について、利用したいときに利用できない自由度の低さが指摘されており、
加えてタクシーについては運賃の高さが課題となっている。

• 送迎活動の実態

 特に通院・介護の場面で家族や知人等による送迎活動が活発に行われている。

 送迎を担う若年層の負担が大きくなっている。

• 市内移動支援施策の実態

 市民による認知が十分に進んでいない事業が多い。


